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季夏の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚

くお礼申し上げます。 
研究フォーラム・ニュース 33 号を配信させていただきます。 
 

１． 7 月６日第 28 回フォーラムセミナー開催されました。 
 
   開催にあたり近藤事務局長から開会の挨拶と近況報告がありました 

   
＜CSM2000 構築「安全衛生・健康分野」の解説がはじまる＞ 
 前回のフォーラムセミナーで「環境分野」についての解説を終えることができました

ので、今回から新たに「安全衛生・健康分野」について、事務局より説明させていた

だきました。   
 
＜CSR 環境情報についての講演＞ 
 今回は社団法人プラスチック処理促進協会・広報部長 西谷吉憲氏をお招きし「プラ

スチック類の 3R と環境影響について」のご講演をいただきました。 
 まず、プラスチック産業の位置づけをご説明いただき、プラスチック製品・廃棄物・

再資源化フロー、廃棄物・循環型社会形成に関する法制度、3R 推進状況と環境影響評

価、製造業者での 3R 推進事例、さらにリサイクルの現状と今後の課題についてなど貴

重なお話をいただきました。 
お話の中の、一般廃棄物の容積ベースでプラスチック容器包装が４０％を占めると

いうことからも、プラスチック処理への積極的な取り組みが重要課題であることが理

解できました。 
 

２． 第２９回フォーラムセミナー開催ご案内 

次回フォーラムセミナー 
9月６日木曜日 14:00～17:00 （17:00から懇親会を開催します） 
テーマ予定 
（１）CSR関連情報 
（２）CSR活動企業事例 株式会社ワコールでの取り組み事例 
（３）経済産業省製造産業局繊維課 繊維企画官 松尾武志氏 
（４）「CSM2000構築のすべて」安全衛生・健康分野解説 
別紙「出欠連絡表」をご利用いただきFAXにて、あるいは当メールの返信にて、 
8月31日金曜日までにご出席いただける方のお名前をお知らせくださるようにお願

い申し上げます。  
 以上 
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